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高齢者無料職業相談
高齢者に向く仕事の求人・求職

についてのご机談がありましたら
お申出ください。社会福祉協議会
の専門相談員がおうけします。
相談日は、毎月第4火曜日午前
】O時～午後3時、区役所1階の区
民相談室です。

潤
い
の
あ
る
生
活
を
め
ざ
し
て

福
祉
事
業
の
充
実
に
努
力

健
全
で
登
か
な
暮
ら
し
は
み
ん
な
の
願
い
で
す
、
し
か
し
、
足
立
区
六
十
一
万
人
の
中
に
は
、

さ
ま
ざ
ま
の
事
情
で

、(
ン
デ
を
背
負
っ
て
い
る
方
も
い
ま
す
。
区
で
は
、
都
や
国
と
力
を
合

わ
せ
、
足
立
区
に
住
む
す
べ
て
の
人
が
幸
せ
な
毎
日
を
送
れ
る
よ
う
、
社
会
福
祉
の
充
実
を
め

ざ
し
て
、
一
歩
一
歩
努
力
を
し
て
い
ま
气

こ
こ
に
あ
げ
る
事
業
も
そ
の
い
く
つ
か
で
す
。

難
病
の
方
へ

医
療
費
が

助
成
さ
れ
ま
す

い
ま
ま
で
は
、ス
モ
ン
・
ベ
ー
チ
ェ

ッ
ト
病
ほ
か
二
圭
二
の
疾
病
に
医
療
費

の
助
成
か
行
な
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、

昭
和
人
卞
年
十
月
一
日
か
ら
、
新
た
に
、

結
節
性
動
脈
周
囲
炎
・
m
大
腸
炎
・

ビ
ュ
ル
ガ
ー
病
・
天
疱
瘡
の
四
疾
病
に

つ
い
て
も
、
医
療
賢
の
助
成
が
受
け
ら

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

な
お
、
追
加
四
疾
病
に
つ
い
て
は
、

昭
和
五
ト

ー
年

。冐

末
日
ま
で
に
申
踊

さ
れ
た
万
に
限
り
、
1
口
。診
療
分
か
ら

医
療
費
の
助
成
か
受
け
ら
れ
ま
す

。

く
わ
し
く
は
、
保
健
所
(
き
足
立
(
四

○
-
五
一
四
一
、
千
住
(
(
(
!

四
二

七
七
)
ま
た
は
都
衛
生
局
医
療
福
祉
都

特
殊
疾
病
対
策
課
(
曾
二
匸

〒

五

。
一

一
一
内
線
二
九
二
七
)
へ
ど
う
ぞ
。

福
祉
手
当
が

受
け
ら
れ
ま
す

医
笑

医
術
が
進
歩
し
、
多
く
の
病

気
に
つ
い
て
新
し
い
冶
療
法
が
開
発
さ

れ
て
ぃ
ま
す
が
、
い
ま
た
に
冶
療
方
法

か
不
明
確
な
病
気
が
あ
り
ま
す

。
区
で

は
、
こ
の
よ
う
な
病
気
を

持
つ
方

々

が
、
明
る
い
生
盾
を
送
れ
る
よ
う
、
ま

た
病
気
快
復
の
た
め
ツ

助
と
な
る
よ

う
に
、
手
当
を
支
給
し
ま
す
。

こ
の
手
当
を
受
け
ら
れ
る
方

①
足
立
区
民
で
あ
る
こ
と

②
次
の
病
気
に
か
か
っ
て
い
る
方
　
　

ス
モ
ン
、
ベ
ー
チ
ェ
ッ
ト
病
、重
　
　

症
筋
無
力
症
、全
身
性
エ
リ
テ
マ
　
　

ト
ー
デ
ス
ー
、多
発
性
硬
化
症
、再
　
　

性
不
良
性
貧
血
、筋
萎
縮
性
側
索
　
　

硬
化
症
、サ
ル
コ
イ
ド
ー
シ
ス
、

特
発
性
血
小
板
減
少
性
紫
斑
病
、

汎
発
性
強
皮
症
、
皮
ふ
筋
炎
、
硲

発
性
筋
炎
、
高
安
病
、
結
節
性
動

脈
周
囲
炎
、
天
疱
瘡
、
潰
瘍
性
大

一

腸
炎
、
ビ
ュ
ル
ガ
ー
病

次
の
方
に
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん

①
心
身
障
害
者
福
祉
手
当
を
受
け
て

一

い
る
方

②
老
人
福
祉
手
肖
を
受
け
て
ぃ
る
方

③
児
童
育
成
手
当
(
障
害
手
当
)

か

受
け
て
い
る
な

手
当
の
額
は

▽
月
額
五
、
五
O
O

円
で
气

年
一こ
回
(
四
月
末
日
、八
月
末
吋

丿
二
月
末
日
)
に
分
け
て
、
前
月
分

ま
で
の
四
か
月
分
弋

銀
行
口
座
に

一

振
込
み
ま
て

た
だ
し
、
五
卜
年
卜
十月
・
ト
ー
月

の
氏
か
月
分
は
、

。
月
末
に
跟
杓
口

座
に
振
込
ん
で
女
払
い
ま
す
。

手
続
は次

の
'も
の
を
お
持
ち
ツ
つ
え
、
区

役
所
二
階
厚
生
課
ま
で
お
い
で
く
だ

さ
い

①
住
民
票
の
写
し

②
医
師
の
診
断
耆

③
印
か
人

④
病
気
に
か
か
っ
て
い
る
方
の
銀
行
　

預
金
通
帳

た
だ
し
、
東
京
都
医
療
費
助
成
要

一

繝
゛
よ
る
医
療
券
安

付
恚
7
　

い
る
方
は
、
医
療
券
の
写
し
で
診
断

書
に
か
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

く
わ
し
く
は
、
区
役
所
厚
生
課
へ
お

た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

健康で豊かな生活はみんなの願い

みんなで盛り上げよう

足立区文化祭
11月1日～12月6日

安
化
の
日
」
を
中
心
に
、
区
民
の

文
化
・
芸
術
力
向
上
発
展
を
目
的
と
し

て
、
ト

ー
月

石

か
ら
十
一
百

六
口
ま

で
、
第
ニ
ト
ニ
回
文
化
祭
を
区
内
各
所

で
開
催
し
ま
す

。

<
総
合
展
覧
会
>

◇
書
道
・
水
石
　
十
一
月
石
二
百

午
前
九
時
?
午
後
六
吟
(
二
口
は
午
後

四
時
ま
で
)

◇
華
道
　
十
一
月
丘
凵
?
七
日
午
前

九
時
?
午
後
六
時
(
五
日
は
午
後
一
時

か
ら
、
七
日
は
午
後
三
時
ま
で
)

◇
茶
道
　
十
一
月
六
日
午
前
九
時
?

午
後
六
時

◇
日
本
画
・
彫
塑
　
十
一
月
(
日
?
十

一
日
午
前
九
時
?
午
後
六
時
(
ト
ー

日
は
午
後
三
時
ま
で
)

◇
手
芸
・
写
真
　
上
月
十
二
日
?
十

四
日
午
前
九
時
?
午
後
六
叶
♀
四

日
は
午
後
三
時
ま
で

▼
以
上
は
産
業
振
興
館
ホ
L
パ

<
芸
能
大
会
>

◇
総
合
芸
能
(
と
く
さ
公
)

日
午
前
十
時
?
午
後
六
時

◇
民
謡
(
瑞
穂
の
会
)
上

月
1
1

午
前
九
時
?
午
後
九
片

◇
吟
詠
(
吟
剣
詩
舞
連
盟
)
1

月
一
二

日

午
前
九
時
?
午
後
九
時

◇
邦
楽
舞
踊
(
邦
楽
舞
踊
連
盟
)
十
一

月
十
六
日

午
前
十
一
時
?
午
後
丑
時

▼
以
上
は
産
業
振
興
館
公
会
重

◇
民
謡
(
民
謡
団
体
連
盟
)
十
一
月
一

日
?
二
日
午
前
九
時
?
午
後
九
時

◇
洋
舞
踊
(
洋
舞
踊
研
究
会
)
十
一
月

三
日

午
後
一
時
ヱ
(

時

◇
民
踊
(
民
踊
連
盟
)
卜
月
乢
凵

午
前
し
時
?
午
後
五
時

▼
以
上
は
文
化
会
館

◇
社
交
舞
踏
(
社
舞
J
盟
)
卜
月
十

八
目
午
後
六
時
?
九
時
(
振
興
館
)

<
展
覧
会
>

◇
洋
画
(
美
術
協
会
)
十
月
二
上
(

日
?
二
一
月
六
日
午
前
九
時
?
午
後

五
時
(
教
育
七
ン
タ
ー
ホ
ー
ル
)

<
大
輪
菊
花
大
会
>

◇
花
畑
大
鷲
神
社
境
内
(
日
木
菊
友
会
・

大
鷲
神
社
献
菊
会
)
上
月
冐
?

三
十
日

◇
所
宮
城
公
園
(
堤
南
剰
友
会
)
上

月
一
日
?
十
五
日

◇
鹿
浜
四
丁
目
北
野
神
社
境
内
(
江
北

菊
友
会
)
t
一
月
一
日
?
和
五
日

◇
関
原
二
丁
目
常
唱
庵
境
内
(
江
北
菊

友
会
)
十
一
月
一
卜
?
土
五
目

<
各
種
大
会
>

◇
謡
曲
大
会
(
謡
曲
連
盟
)
リ

月
二

口

午
前
九
時
?

午
後
九
時
(
青
年
館
)

◇
将
棋
大
会
(
日
本
将
棋
連
盟
足
立
女

部
)
爿
一
月
二
目

午
前
十
時
?
午
後

九
時
(
正
和
ク
フ
ブ
)

◇
短
歌
大
会
(
歌
人
ク
ラ
ブ
)
午
前
一

時
?
午
後
九
時
(
青
年
館
)

◇
囲
蕃
大
会
(
日
木
棋
院
足
立
女
祁
)

j
一
月
三
日
午
前
一
時
?
午
後
六
時
　

(
東
洋
工
価
ホ
ー
ル
)

◇
俳
句
大
会
(

俳
句
辿
盟
)

上

月
三

百

正
午
?
午
後
六
時
(
そ
ぱ
久
別
館
)

読書シーズンです

図書館へどうぞ
う
す
陪
い
室
内
、
く
す
ん
だ
本
と
い
う
イ

メ
ー
ジ
は
今
の
図
番
館
に
は
あ
て
は
ま
り
ま

せ
ん

。
自
由
な
明
る
い
ふ

ん
い
気
の
中
で
、
好
き
な

本
を
手
に
と
り
、
白
分
の

世
界
に
浸
れ
ま
す

。

今
が
一
番
す
ご
し
や
す

い
時
。
日
ご
ろ
あ
わ
た
だ

し
い
仕
事
や
家
事
に
追
わ

れ
て
い
る
方
も
、
こ
の
'
時

期
に
本
に
観
し
み
、
ゆ
と

り
を
取
り
戻
し
ま
し
?
つ
。

禺
在
、区
内
に
は
じ
つ
の
図
書
館
が
あ
り
、

皆
さ
ん
の
お
い
で
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

図
番
館
に
は
、
固
苦
し
い
本
ば
か
り
で
は

な
く
、
「
棒
針
あ
み
ベ
ス

ト
&
ベ
ス
ト
」
[
お
に
き

り
と
お
茶
贋
」
「
若
者
の

ギ
タ
ー
1
0
0
」な
ど
や
、文

学
小
説
・
娯
楽
小
説
も
そ

ろ
え
て
あ
り
ま
す
。

な
お
、図
書
館
の
休
館

目
は
、月
曜
日
と
第
三
日

曜
(
翌
月
曜
は
開
館
)
、

図
書
整
理
日
の
毎
月
十
四
日
と
国
民
の
祝
日

で
す
。

出
産
す
る
方
へ

お
産
の
費
用
に

お
困
り
の
と
き

`
‥
福
祉
事
務
所
で
は
、児
童
福
祉
法

に
基
づ
い
て
、入
院
助
産
施
設
の
入
所

に
つ
い
て
、
相
談
受
付
け
を
行
な
っ
て

い
ま
す
『

こ
れ
は
、妊
産
婦
が
入
院
し
て
分
べ

ん
す
る
必
要
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら

す
、経
済
的
に
そ
の
賢
用
の
全
部
ま
た

は
、一
部
を
支
払
う
こ
と
が
困
鮮
な
家

庭
の
た
め
の
制
度
で
す

四
角
出
産
費
川
に
お
困
り
に
な
る
家
庭

で

、
つ
き
の
三
つ
の
要
件
に
骸
当
す

家
庭
は
、
人
院
助
産
を
硬
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す

。

▽
ソ
区
内
に
住
ん
て
い
る
こ
と

▽
前
年
分
所
得
税
(
国
税
)
額
が
、

九
二
(
し
○
円
以
卜
で
あ
る
こ
と

で
妊
娠
七
か
月
以
上
で
あ
る
こ
と

申
請
手
続
に
必
要
な
も
の

▽
前
年
分
所
得
税
額
の
わ
か
る
も
の

お
勤
め
の
方
は
…
給
与
所
得
の
源
泉
　

徴
収
票
(
動
務
光
で
発
行
す
る
)
　

事
業
の
方
は
…
確
定
申
告
寅
の
控
え

(
祝
務
所
へ
申
告
し
た
写
し
)

マ
前
年
度
特
別
ぼ
民
税
年
祝
順
の
わ

が
る
も
の

納
税
決
定
通
知
需
ま
た
は
、
課
祝
証

明
害
(区
役
所
課
税
課
で
発
卜
す
る
)

▽
健
康
保
険
証

▽
心
了
手
帳

一
>
印
か
ん

※
な
お
、
く
わ
し
く
は
、
あ
な
た
の
住

所
地
か
'管
轄
す
る
福
祉
事
務
所
へ
お
た

一
ず
ね
く
だ
さ
い
。

障
害
者
の
方
へ

福
祉
手
当
(
国
制
度
)

申
請
は
お
早
目
に

1
月
‘
口
に
新
設
さ
れ
た
福
祉
手
当
　

(
国
制
度
)
の
申
請
を
叉
付
巾
で
す
。

こ
の
手
当
は
爪
皮
の
障
害
の
た
め
に
生

じ
る
特
別
の
負
担
の

】助
と
し
て
月
額

四
千
円
が
支

給
さ
れ
る

も
の
で
す
。

詳
し
く
は
前
号
の

『
K
の
お
勾
ら
せ
」

に
掲
載
し
ま
し
た
が
、
卜
月
末
日
ま
で

に
申
騎
の
あ
っ
た
方
に
は
十
月
分
か
ら

手
当
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

こ
の
手
当
を
受
け
ら
れ
る
方
は

お
お
む
ね
身
障
手
帳
一
級
と
二
級
の
-

1
部
、
愛
の
手
帳
一
度
と
二
度
の
一
部

お
よ
ぴ
同
程
度
以
匕
と
認
め
ら
れ
る
方

と
な
っ
て
い
ま
す

。

※
そ
の
ほ
か
、
所
得
制
限
等
か
あ
り
ま

す
の
で
、
く
わ
し
く
は
区
役
所
援
護
係

へ
お
悶
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

。

お
と
し
よ
り
に

長
寿
を
祝
い

記
念
品
を
贈
呈

区
で
は
、
卜
月
下
旬
に
お
と
し
よ
り

の
長
寺
を
お
祝
い
す
る
と
と
も
に

、
敬

老
思
想
の
腎
及
を
は
か
る
た
め

、
次
に

よ
り
記
念
品
を
お
贈
り
し
ま
す

。

▽
喜
寿
の
祝
(
七
十
七
歳
)

明
慰

二
十
年
九
月
十
七
口
?
明
冶

三
丁
一
年
儿
リ
ー
六
日
に
生
ま
れ
た

方
▽
米
寿
の
祝
(
八
十
(
歳
)

明
冶
丿
九
年
九
月
t
七
日～
叫
冶
　

二
十
年
九
月
卜
六
日
に
生
ま
れ
た
方

ヅ
高
齢
者
の
祝
(

九
丿
歳
以
上
)

明
治
十
(
年
九
月
十
六
日
以
前
に

生
ま
れ
た
方

な
气

対
象
の
方
に
は
、
十
月
中
旬

ま
で
に
(
ガ
キ
で
通
知
し
ま
す
。
対
象

の
方
で
、
(
ガ
キ
の
屈
か
な
い
方
や
住

所
な
ど
の
'異
動
の
'あ
っ
た
万
は
、
区
役

一
所
老
人
助
成
係
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

センター・児童館・老人館だより
□
東
部
区
民
福
祉
セ
ン
タ
ー
　
出
ん
わ
―
七
一
〇
一

■
老
人
浪
曲
大
会
―
十
月
二
十
六
日
(
日
)
午
後
一
時
　
■
陶
芸
教

室
―
十
月
二
4
-
五
日
(
土
)
午
後
二
時

□
中
部
区
民
福
祉
セ
ン
タ
ー
　
八
八
九
―
四
六
六
一

■
親
と
子
の
工
作
の
っ
と
い
I
十
月
二
十
五
日
(
土
)
午
後
一
時
Ξ

t
分
　
■
老
人
慰
安
1
蚕
一
十
月
二
十
六
日
(
日
)
午
後
一
時
　
■

老
人
慰
安
民
魑
の
会
-
十
一
月
二
日
(
日
)
午
後
一
時
　

□
西
部
区
民
福
祉
セ
ン
タ
ー
　
八
九
七
―
五
〇
一
六

■
ハ
ン
カ
チ
を
作
ろ
う
I
十
月
二
十
二
日
(
水
)
午
後
二
時
一
フ
オ

ー
ク
ダ
ン
ス
ー
十
月
二
十
二
巳
・
二
十
九
日
、十
一
月
五
日
(
水
)

午
後
二
時
■
子
ど
も
陝
画
今
1
十
月
二
十
五
日
十
一
月
一
日
(
土
)

午
後
三
時
回
押
花
の
し
お
り
を
作
ろ
う
1
上
月
二
口
(
日
)
午
前
卜

時□
千
住
区
民
福
祉
セ
ン
タ
ー
　
八
八
二
―
二
七
六
五

■
老
人
茶
遭
教
室
会
員
募
集
-
十
月
二
十
日
(
月
)
午
前
九
時
■
お

年
寄
と
職
員
の
懇
願
会
-
十
月
二
十
一
日
(
火
)
午
後
一
時
三
十
分

■
お
茶
会
-
十
月
二
十
(
日
(
火
)
午
前
十
時
■
老
人
囲
碁
大
会
-

十
月
三
十
月
(
木
)
午
前
十
時
三
十
分
…
定
員
四
十
名

□
西
伊
興
児
童
館
　
八
九
七
―
(
九
四
(

■
ギ
ター
教
室
-
十
月
ニ
ー
。£
日
(
士
)
午
後
三
時
■
ゲ
ー
ム
大

会
-
十
月
二
十
六
日
(
日
)
午
後
三
時
圃
ス
ラ
イ
ド
ー
十
月
二
十
九

日
(
水
)
午
後
三
時
三
十
分

□
新
田
児
重
館
・
老
人
館
　
九
二
千
三
四
ニ
ー

■
音
楽
教
室
-
十
月
二
十
六
日
(
日
)
午
前
九
時
■
老
人
映
画
会
1

十
月
二
十
六
日
(
日
)
午
後
一
時
■
老
人
盆
寂
ク
ラ
ブ
ー
ト
月
一
十

(
日
(
火
)
午
前
十
時

□
千
住
あ
ず
ま
児
童
館
・
老
人
館
　
(
(
二
-
匸
一
ス
ー

■
老
人
舞
踊
教
室
丿
一
月
二
十
三
日
(
木
)
午
後
一
時
■
老
人
将
棋

大
会
-
十
一
月
二
日
(
日
)
午
前
十
時
…
定
員
三
十
名
一
老
人
演
芸

大
会
-
大
月
六
日
(
木
)
午
前
十
時
…
先
着
四
丿
名
申
込
み
は
十
月

二
十
h
口
(
土
)
か
ら

□
本
木
東
児
重
館
　
(
四
九
上
こ
O
O
五
一

■
か
み
し
ば
い
I
十
月
二
十
石
(
火
)
午
後
三
時
四
十
分
■
今
月
の

歌
F
毎
週
木
曜
日
午
後
二
時
か
ら
圃
た
い
そ
う
ゲ
ー
ム
ー
十
月
二
十

四
日
(
金
)
午
後
二
時
ミ
十
分…
対
象
-
小
学
校
一
年
二
】
年
生

□
花
畑
区
民
セ
ン
タ
ー
　
(
五
〇
上
一
六
一
七

■
老
人
演
芸
大
会
―
十
月
二
十
二
日
(
木
)
午
前
十
時
■
ミ
ニ
ミ
ニ

運
動
会
-
十
月
二
十
丑
口
(
土
)
午
後
二
時
二
十
分
■
卓
球
大
会
一

十
月
二
王
(
囗
(
日
)
…
午
前
十
時
か
ら
小
学
生
午
後
二
時
ミ
十
分

か
ら
中
学
生

<
申
込
み
と
く
わ
し
い
こ
と
は
、
直
接
各
施
般
の
事
務
室
へ
>

□
広
報
映
画
の
ご
利
用
を

区
の
広
報
課
で
は
、
誰
で
も
簡
単
に
操
作
で
き
る
8
ミ
リ
映
写
機
と

フ
ィ
ル
ム
を
無
料
で
お
貸
し
し
て
い
ま
す
。
広
報
映
画
「
私
た
ち
の

足
立
」
施
設
編
・
四
季
編
を
は
じ
め
。
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド
や
チ
ヤ

y
プ
リ
ン
の
シ
リ
ー
ズ
が
あ
り
ま
す
。
お
気
軽
に
ど
う
ぞ
。

■

■ 区役所( 教育 委員会を含む) 882- 1111 第二庁舎889- 6161 足立福祉事務所888- 3141 中部福祉事務所889- 1481 東部福祉事務所605- 7105 西部福祉事務所897- 5011
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-
ス
ポ
ー
ツ
の
秋
―

家
族
そ
ろ
っ
て

体
力
テ
ス
ト
を

涼
風
と
と
も
に

、
さ
わ
や
か
な
秋
が
や
っ
て
来
ま
し
た
。
食
欲
の
秋
、
読
書
の
秋
、
さ

ら
に
は
ス
ポ
ー
ツ
の
秋
と
い
わ
れ
る
よ
う
に
、
秋
は
心
身
と
も
に
充
実
す
る
季
節
で
す
。

と
こ
ろ
で
、何
壓
を
す
る
に
も
体
が
賢
本
。
あ
な
た
の
休
力
は
大
丈
夫
で
す
か
。
区
で
は
、

体
力
テ
ス
ト
や
ス
ポ
ー
ツ
教
室
な
ど
の
影
業
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。
沐
力
に
自
僧
の
あ
る

方
も
な
い
方
も
積
極
的
に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か

区
民
体
力
テ
ス
ト

あ
な
た
夕
、乙
体
力
状
態
を
、
簡
卑

な
テ
ス
ト
で
測
定
し
、
今
後
の
体
力
・

健
康
つ
く
り
の
指
針
と
し
て
い
た
だ
く

た
め
、
次
の
要
領
で
休
力
{
t
ス
ト
を
実

施
し
ま
す
　
ふ
る
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ

日
時
卜
-
-
-
月
十
六
日
(
日
)
午
前
十
　

時
ヽ
'小

樵
二
時
(
雨
天
決
燧

た
だ

し
、
急
歩
種
目
は
中
止
し
ま
す
)

会
場
　
区
立
竹
の
塚
小
学
校

体
育

館

(
竹
の
塚
一
一
八
―
一
　
東
武
竹
の

塚
駅
東
口
下
車
五
分
)

参
加
資
格
　
区
内
に
在
住
、
在
動
、
在

学
の
十
八
歳
以
上
の
方

定
員
　
二
百
名
(
定
員
に
な
り
次
第
締

切
り
)

申
込
受
付
　
十
月
二
十
日
(
月
)
か
ら

申
込
方
法
・
申
込
場
所
　
所
定
の
申
込

番
ま
た
は
往
復
(
ガ
キ
に
、
住
所
、

氏
名
、
年
齢
、
職
業
、
電
話
番
号
を

明
紀
力
う
え
、
直
接
か
ま
た
は
郵
送

て
教
習
委
貝
会
体
冐
課
(
千
住
仲
町

五
(
番
地

和
光
ピ
ル
内
)
へ

※
参
加
費
は
無
料
で
す
。
運
動
靴
お
よ

ぴ
運
動
に
適
す
る
服
装
で
ご
参
加
く
だ

さ
い
。
な
お
、
当
日
は
参
加
者
全
員
の

血
圧
測
定
を
行
な
い
ま
す

ミ
ニ
サ
ッ
カ
ー

指
導
者
講
習
会

日
時
　
1
一
月
五
口
(
水
)～
七
日
(
金
)
　

午
後
六
時
?
七
時

会
場
　
区
立
梅
島
小
学
校
体
育
館
(
榿

田
七
上
一
茗
-

一
　
朿
武
梅
島
駅
下

車
一
分
)

参
加
資
格
　
区
内
に
在
幌
在
勤
の
十
　

(
歳
以
上
の
方
(
男
女
を
問
わ
ず
)

定
員
　
先
着
百
名

講
師
　
足
立
区
サ
'
カ
ー
連
盟
指
4
員

内
容

競
技
規
則
、
実
技
な
ど

申
込
方
法
・
申
込
場
所
　
区
民
体
カ
テ

ス
ト
と
同
じ
。
申
込
受
付
け
は
、
十

月
二
十
日
(
月
)

か
ら

※
参
加
費
は
無
料
で
す
。
運
動
着
、
運

動
靴
を
持
参
の
こ
と

区
民
フ
ォ
ー
ク

ダ
ン
ス
の
夕
ベ

日
時
―
十
月
二
十
三
日
(
木
)
午
後
六
　

時
三
十
分
～
九
時

場
所
―
区
立
千
寿
第
三
小
学
校
体
育
館

参
加
費
―
無
料
(
入
場
自
由
)

連
絡
・
問
い
合
わ
せ
先
―
足
立
区
フ
″

I
ク
ダ
ン
ス
連
盟
　
曾
八
(
一
―
九

〇
六
五

あなたは何回ぐらいつづくかな

明
る
い
町
づ
く
り

を
め
ざ
し
て

環
境
づ
く
り
区
民
大
会

10月29日

ほ
で
は
、
昨
年
に
引
桃
弌

璋
境
づ

く
り
R
民
大
会
を
、j

月
一
了

九
日

(
水
)
午
前
し
時
か
ら
区
産
業
振
興
館

で
開
催
し
ま
恚

こ
の
大
会
は
、足
立
区
を
明
る
く
住

み
よ
い
町
に
す
る
た
め
に
、
「新
生
活

運
勦
に
　「
災
化
迎
動
一

「
交
通
安
全
連

動
に
　「
献
血
運
勲

」
の
推
進
を
意
図
す

る
も
の
で
工

当
U
は
、第
一
会
場
(
一
こ
階
公
会
堂
)

で
生
活
評
滴
家
勝
部
三
枝
子
氏
の
講
演
　
y

食
品
公
害
か
‘考
え
る
に
の
ほ
か
、
各

地
域
で
実
践
活
動
そ
し
て
い
る
団
体
か

ら

、
虚
礼
廃
削
そ
訴
え
る
冫
ど
の
嘔
例

報
告
や
交
通
漫
談
、
腹
活
術
乞
一
が
h

な
わ
れ
ま
寸

さ
ら
に
、
郷
土
芸
能
の
保
が
と
理
解

を
深
め
て
ぃ
た
ご
く
た
め
に
、
鹿
浜
の

し
し
舞
な
ど
が
朽
な
わ
れ
ま
ず

資
源
の
愛
護
を

展
示
会
堝
(

二
階
ホ
ー
ル
)
で
は
、

都
清
掃
局
の
ご
協
力
で
、
「
ゴ
ヽ
A
'
中

か
ら
こ
ん
な
も
の
が
飃
」
を
は
じ
め
、

一

気
、
ガ
ス
、
水
週
の
正
し
い
使
い
方

な
ど
そ
税
明
す
る
資
源
節
約
コ
―
ナ
ー

が
般
け
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
緑
と
花
の
相
鮫
コ
ー
ナ
―
で

は
、
庭
木
、
観
葉
植
物
の
手
入
れ
や
家

庭
菜
園
の
郎
り
方
、
病
害
虫
の
駆
除
方

法
な
ど
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

な
飛

会
場
へ
の
入

場
は
無

料
で

す
。
区
民
の
み
な
さ
人
の
ご
来
場
を
お

待
ら
し
ま
す

く
わ
し
く
は
、
ほ
役
所
区
民
係
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

。

出
張
所
窓
口

か
ら
の
お
願
い

十
月
一
日
か
ら
印
鑑
登
録
の
登
録
替

え
を
行
な
っ
て
い
ま
す
が
、
登
録
瞽
え

に
お
い
で
に
な
る
方
が
た
い
へ
ん
多
く

出
張
所
窓
口
が
相
当
混
み
忿
っ
て
い
ま

す
。窓

口
職
員
も
み
な
さ
ん
方
に
は
、
で

き
る
だ
け
お
待
た
せ
し
な
い
よ
う
に
男

力
し
て
い
ま
す
が
、
し
ば
ら
く
の
闃
、

ご
迷
思
を
お
か
け
す
る
こ
と
が
あ
る
か

も
知
れ
ま
せ
ん
の
で
、
そ
の
際
は
ご
了

承

、
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

な
お
、
区
税
、
国
民
健
康
保
険
料
お

よ
ぴ
国
民
年
金
保
険
料
は
、
郵
便
局
ま

た
は
銀
竹
な
ど
の
金
融
機
関
で
も
取
り
一

扱
っ
て
い
ま
す
。

国
勢
調
査
に
ご
協
力
い
た
だ
き

ま
し
て
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。 支

給
額
が
変
わ
り
ま
し
た

―
児
童
手
当
・
児
童
扶
養
手
当
な
ど
―

1
月
一
日
か
ら
次
の
各
鵯
手
当
が
改

正
さ
れ
支
給
額
が
変
わ
り
ま
す
。

1
　
国
か
ら
支
給
さ
れ
る
児

童

手
当

は
、
支
給
額
が
四
千
円
か
ら
五
千
円
に

変
わ
り
ま
す

。

2
　
都
か
ら
支
給
さ
れ
る
児
貮
育
成
手

当
は
、
次
の
よ
う
に
変
わ
り
ま
す
。

◎
育
成
手
当
…
三
千
円
か
ら
三
千
厶
百
　

円
に

◎
障
害
手
当
…
五
千
円
か
ら
五
千
五
百
　

円
に

◎
特
別
手
当
…
四
千
円
か
ら
五
千
円
に

3
　
国
か
ら
支
給
さ
れ
る
児
童
扶
養
手

当
は
、
九
千
(
百
円
か
ら
、
一
万
五
千

六
百
円
に
変
わ
り
ま
す
が
、
二
人
目
以

降
の
加
算
に
つ
い
て
は
変
わ
り
あ
り
ま

せ
ん
。

4
　
特
別
児
童
扶
養
手
当
は
、
。カ
ー

千
三
百
円
か
ら
、一
万
(
千
円
に
変
わ

り
ま
す
。ま
气
-
1
-
-
月
一
口
か
ら
対
象

範
囲
が
拡
大
さ
れ
、
中
度
の
方
に
も
一

万
二
千
円
が
支
給
さ
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。(
十
月
五
日
号
参
照
)

な
お
、
児
童
手
当
、
児
童
育
成
手
当

の
改
正
後
の
手
当
支
給
は
、昭
和
五
十

一
年
二
月
期
振
込
分
(
十
月
?
一
月

分
)
以
降
と
な
り
ま
す

。　

く
わ
し
く
は
、
区
役
所
児
童
手
当
係

へ
ど
う
ぞ
。

屋
外
広
告
物
は

許
可
が
必
要
で
す

情
報
化
時
代
と
い
わ
れ
る
今
日

、
銜

に
は
ポ
ス
タ
ー
か
ら
ネ
オ
ン
塔
ま
で

、

さ
ま
ざ
ま
な
屋
外
広
告
物
か
は
ん
濫
し

て
い
ま
す
よ
て
の
た
め
に

、街
の
美
観

が
損
わ
れ
て
い
る
場
合
が
冫
な
く
あ
り

ま
せ
ん
。　

こ
の
県
外
広
告
物

し
は
ん
濫
を
防
ぐ

た
め
に
、屋
外
広
告
物
の
掲
出
に
つ
い

て

、次
の
よ
う
に
法
律
で
規
制
し
て
い

ま
す
。　

屋
外
ヘ
ボ
ス
ク
ー
・
は
り
紙
・
立
看

板
・
広
告
板
・
広
告
塔
・
y
ド
バ
ル
ー

ン
ー
ア
ー
チ
等
の
広
告
物
を
掲
出
し
よ

う
と
す
る
場
合
に
は
、
区
長
の
許
可
を

受
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
　

ま
た
、
こ
の
許
可
を
受
け
て
い
な
い

立
看
板
、
ポ
ス
タ
―
等
は
、
違
反
屋
外

広
告
物
と
し
て
撤
去
さ
れ
る
ば
か
り
で

な
く
、
そ
の
掲
出
者
は
処
罰
さ
れ
ま
す

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
　

な
お
、
適
用
除
外
に
な
る
屋
外
広
告

物
も
あ
り
ま
す
の
で
、
く
わ
し
く
は
、

区
役
所
環
境
課
保
全
係
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

部
落
問
題
の

理
解
の
た
め
に
(
5
8
)

差
別
語
に
つ
い
て

直
接
、
私
達
を
指
し
て
{
。
エ
々
广
。

『
ヨ
ツ
』
一
4
殊
部
落

1
-等
と
い
'つ

言
葉
を
つ
か
っ
た
場
合
、
そ
れ
が
差

別
で
あ
る
こ
と
に
気
付
か
ぬ
人
は
少

な
い
と
思
い
ま
す
。

し
か
し
、
頻
繁
に
つ
か
わ
れ
、
ほ

と
ん
ど
の
人
が
気
付
き
得
な
い
の
が

比
喩
と
し
て
川
い
ら
れ
る
差
別
晤
で

す
。
　
　

「
芸
能
界
は
特
殊
部
落
で
あ
る
`

『
女
性
は
特
殊
部
落
の
庄
いへ
で
あ
る

等
々
。

こ
の
よ
う
に
「
特
殊
部
落
」
と
い

う
言
葉
(
明
治
政
府
に
よ
っ
て
?
、

ら
れ
た「
エ
タ
」に
代
わ
る
差
別
語
)

は
、
社
会
的
常
識
と
か
け
離
れ
た
集

哺
や
社
会
、
下
等
な
も
の
、
卑
し
い

も
の
等
と
い
う
こ
と
を
表
現
す
る
た

め
の
比
喩
と
し
て
用
い
ら
れ
、
決
し

て
「
良
い
4
こ

を
表
瓊
す
る
た
め
に

用
い
ら
れ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
れ
は
「
特
殊
部
落
」
と
い
う
言

葉
が
こ
う
し
た
意
味
を
も
っ
て
い
る

と
い
う
だ
け
で
な
く
、
被
差
別
部
落

が
そ
う
し
て
卑
し
め
ら
れ
、
差
別
さ

れ
る
対
象
と
し
て
人
々
の
意
諡
の
中

に
あ
る
か
ら
で
す
。
だ
か
ら
、
こ
う

し
た
比
啼
が
つ
か
わ
れ
、
そ
し
て
通

じ
ろ
の
で
す
。

(
部
落
解
放
同
盟
足
立
支
部
　
　

管
(
五
つ
一

七
七
六
九
)

勤労青少年寮の
入寮者募集

こ
の
ほ
ど
、
区

立
動
労
青
少
年
寮

に
空
室
が
で
き
ま

し
た
の
で
、
次
の

と
お
り
入
寮
者
を

募
集
し
ま
す
。

□
募
集
人
員―
二

十
三
名

□
募
集
期
間
I
j
　

一
月
一
日
(
土
)
　
?

十
一
月
十
五

日
(
土
)

□
申
込
み
で
き
る

方―
〇
都
内
の
中
小
企
業
に
勤
務

し
、
年
齢
が
十
五
歳
以
上
二
十
四

歳
未
両
(
昭
和
五
十
年
十
二
月
卜

五
日
現
在
)
の
単
身
男
子
　
○
申

込
み
時
か
ら
三
か
月
前
の
平
均
月

収
が
十
万
円
以
下
で
あ
る
こ
と

○
従
業
艮
寮
が
な
い
こ
と
、
ま
た

従
業
員
寮
が
あ
る
場
合
で
も
入
寮

で
き
な
い
状
況
に
あ
る
こ
と
　
O

現
在
の
居
住
状
況
が
、
次
の
三
つ
の

い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
こ
と
…

ひ

と
り

当

り

の

居

室

面

漬

か

四

、

九
平

方

メ
―

ト

ル

以

下
(

三

畳

未

満
)

の

場

合

、
月

額

家

賃

が

平

均

月

収

の

二

十

パ

ー
セ

ン

ト

以

上

の

場

合

、
住

宅

以

外

の

建

物

に

住

ん

で

い

る
場

合

□
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
―
区
役

所
商
工
係

※
な
お
、葛
飾
区
立
勤
労
青
少
年
察

の
入
寮
者
も
同
時
に
募
集
し
ま
す
。

犬
の
登
録
と
予
防
注
射

足
立
保
健
所
管
内
で
は
、
狂
犬
病
の

予
防
注
射
と
犬
の
登
録
(
昭
和
五
十
年

度
無
登
録
の
犬
だ
け
)
の
出
張
受
付
を

行
な
っ
て
い
ま
す
『

□
期
日
・
場
所
i
早
一
月
二
十
日
(
月
)
　
…

島
根
鷲
神
社
、関
原
(
幡
神
社
境
　

内
(
雨
天
の
場
合
十
月
与
r
一
目
)
　

O
1
月
二
大
日
(
火
)
・
:
梅
田
赤
　

不
動
尊
、男
(
出
張
所
(
十
一
月
四
　

日
)
　
○
t
月
二
1
-
二
日
(
水
)
・
:
　

本
木
西
氷
川
神
社
、
興
野
町
公
民
館

(
卜
二
月
五
旦
　
っ
卜
9
〒
三

日
(
木
)
…
足
立
保
健
所
(
―
∴
日
‥

六

日
)

※
(
　
)
内
の
期
日
は

、
雨
天
の
場
合

の
振
替
日
で
す
。
畊
問
は
、
い
ず
れ
の

会
場
も
午
後
一
時
三
卜
分
か
ら
三
時
三

十
分
ま
で
で
す
。

□
手
数
料
―
登
録
手
数
料
こ
百
円
、
注
　

射
手
数
料
お
よ
び
注
射
済
票
七
百
円

に
問
い
合
わ
せ
先
-
区
役
所
衛
生
係
ま

た
は

、
足
立
保
健
所
ぎ
八
四
〇
―
五

一
四
一

下
水
道
工
事
の

お
知
ら
せ

卜
よ
一
月
上
旬
か
ら
、
足
立
二
丁
目
地
一

区
内
(
左
図
参
照
)
で

、
下
水
道
の
枝

線
工
事
を
行
な
い
ま
す
。
峻
工
は
三
月

の
予
定
で
す
。

な
お
、
地
元
の
み
な
さ
ん
に
は
、
の

ち
ほ
ど
説
明
会
を
開
き
ま
す
の
で

、
よ

ろ
し
く
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

掲
示
板

■
愛
の
献
血
を
!

<
十
月
の
献
血
日
程
>

二
十
日
(
月
)
竹
の
塚
駅
東
囗

二
丿
二
日
(
水
)
第
七
中
学
校

二
十
三
日
(
木
)
区
役
所
本
庁
舎

二
丿
七
日
(
月
)
第
十
九
出
張
所

三
十
日
(
木
)
北
千
住
駅
西
口
　

時
間
は
、
午
前
t
{
7
午
後
三
雌

■
国
民
年
金
保
険
料

の
納
付
は
お
早
め
に

第
三
期
分
(
十
、
卞
一
、
十
二
月

分
)
の
納
付

書
を

お
送
り
し
ま
し

气

忘
れ
な
い
う
ち
に
お
早
め
に
納

付
し
て
く
だ
さ
い
。
納
期
隕
は
十
月

末
日
で
す

。

く
わ
し
く
は
、
ほ
役
所
国
民
年
金

課
へ
ど
う
ぞ
。

■
国
民
年
金
街
頭
相
談

国
民
年
金
に
関
す
る
こ
と
な
ら
、

ど
ん
な
こ
と
で
も
相
談
に
応
じ
ま
す

の
で
、
お
気
軽
に
お
い
で
く
だ
さ
い
、

日
時
一
十
月
二
十
四
日
(
金
)
午
前
　

十
時
～
午
後
四
時

墻
所
―
東
武
西
新
井
駅
西
口
広
場

■
少
年
非
行
の

防
止
研
修
会

腎
少
年
の
健
全
育
成
に
役
立
て
て

い
た
だ
く
た
め
、
青
少
年
対
策
地
区

委
員
の
方
を
対
象
に
、
少
年
非
行
防

止
研
修
会
を
次
の
と
お
り
M
彌
し
ま

恚

一
般
区
民
の
方
の
参
加
も
歓
迎

し
ま
す
。

日
時
・
場
所
―
十
月
二
十
(
日
(
火
)
　

中
部
福
祉
セ
ン
タ
―
、
十
月
一
丁

九
日
(
水
)
区
役
所
七
階
会
議
室
、

卜
月
三
十
日
(
木
)
東
部
福
祉
セ

レ
タ
ー

時
間
は
、
い
ず
れ
も
乍

後
一
時
か
ら
四
時
ま
で
で
す

。

問
い
合
わ
せ
先
―
教
育
委
貝
会
f
c少

年
係

■
経
済
講
演
会

東
商
足
立
支
部
と
足
立
区
共
催
に

よ
り
、経
済
講
演
会
を
開
催
し
ま
す

お
さ
そ
い
合
わ
せ
の
う
え
、多
数
ご

出
席
く
だ
さ
い
。

日
時
―
十
月
二
十
二
日
(
水
)
午
後
　

一
時
三
十
分
?
三
時

場
所
―
区
産
業
振
興
館
公
会
堂

演
題
―
「景
気
の
回
復
と
中
小
企
業
　

問
岡
」
に
つ
い
て

講
師
―
三
菱
経
済
研
究
所
々
畏
・
町
　

田
一
郎
氏

聴
講
料
―
無
料

問
い
合
わ
せ
先
―
区
役
所
商
工
係

■
栄
養
指
導
講
習
会

日
時
―
十
一
月
十
日
(
月
)
午
後
一
　

時
三
十
分
か
ら
四
時
ま
で

場
所
―
東
和
保
健
相
談
所
栄
養
室

テ
―
マ
―
肥
膺
予
防
の
た
め
の
食
生
　

陋
(
食
事
診
断
、
肥
澳
予
防
と
望

ま
し
い
食
生
活
な
ご

申
込
方
法
・
申
込
先
―
電
話
で
、東
　

和
保
健
相
談
所
営
六
〇
六
―
四
一

七
一
へ
ど
う
ぞ
。

たばこは区内で買いましょう

昨年度は11億
4千万円

たばこ納賢税
か区にはいり
ました

本 年 度 は1 本 に 付80 銭 が 区 に はい り ま す

■
心
身
障
害
児
の

就
学
相
談

K
で
は
、
、心
身
に
障
害
の
あ
る
お
f

さ
ん
の
た
め
に
、
就
学
相
談
を
行

な
っ
て
い
ま
す
。

ご
希
望
の
方
は

、
区
教
育
セ
ン
タ

ー
内
に
あ
る
教
育
相
談
室
(
竹
の
塚

。
。―
二
五
I
ニ
一
　
東
武
竹
の
塚
駅

下
車
五
分

を
八
五
の
I
(
(

〇

ご

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

。

な
お
、
就
学
相
談
票
は

。
教
育
相

談
室
に
あ
り
ま
す
。

■
心
身
障
害
者
(
児
)

体
育
祭

日
時
―
十
月
二
十
六
日
(
愆
午
前
　

九
時
三
十
分

場
所
―
区
立
第
四
中
学
校
々
庇
(
東
　

武
梅
島
駅
下
車
)
雨
天
の
場
合

は
、
同
校
体
育
館

問
い
合
わ
せ
先
―
区
役
所
援
股
係

■
足
立
郵
便
局
が

新
庁
舎
へ
移
転

移
転
日
　
十
月
二
十
日
(
月
)

所
在
地
　
千
住
曙
町
四
十
二
番
地

電
話
　
八
(
一
―
二
六
〇
〇
(
庶
務

会
計
課
)
　
(
(

二
―
二
○
○
一

(
郵
便
課
)

■
豚
肉
の

安
売
り
デ
ー

安
売
り
日―
十
月
二
籵
五
日
(
土
)

※
黄
色
の
垂
れ
幕
の
あ
る
肉
屋
さ
ん

で
販
売
し
ま
す
。

■
保
留
地
を

処
分
し
ま
す

入
札
日―
十
月
二
十
二
日
(
水
)
午

後

二

時

入
札
方
法―
組
合
保
留
地
処
分
規
程

に

よ

る

区
画
数―
十
一
区
画

区
画
面
積―
七
〇
一
‘
?
四
七
二
'
‘

く
わ
し
く
は
、
東
栗
原
土
地
区
画

盤
理
組
合
(
東
粟
原
町
ニ
ニ
(
○
番

地
　
曾
(
八
四
一
四
四
四
三
)
へ
。

■
明
る
い
選
挙
ポ
ス
タ
ー

コ
ン
ク
ー
ル
入
選
者
発
表

小
中
学
校
合
わ
せ
て
二
十
校
二
百

九
十
九
点
の
応
募
の
結
果
、次
の
二

十
名
の
万
が
入
選
し
ま
し
た
。

<
小
学
校
の
部
>
秋
山
和
美
(
千
寿

二
か
)
、
吉
沢
孝
弘
(
千
寿
三
小
)
、

辻
野
勝
(
千
寿
三
小
二

笠
原
直
美

(千
寿
六
小
)

、
笠
井
美
里
(
千
寿

七
小
)

、
高
橋
伸
行
(
千
寿
七
小
)

島
田
奥
紀
(
西
新
井
一
小
)

、
松
崎

雪
乃
(
西
斬
井
一
小
)

、
富
田
芙
克

(北
三
谷
小
)

、
藤
中
千
鶴
(
溯
江

1
1小
)

<
中
学
校
の
部
》
小
室
雅
昭
(
Ξ
中
)

平
石
万
美
(
十
一
中
)

、
笹
森
曜
子

(十
一
中
)

、
登
内
直
彦
(
十
一
中
)

大
久
保
寿
江
(
江
南
中
)

、
鈴
木
克

年
(

江
南
中
)

、
本
田
和
彦
(
江
南

中
)

、
塚
本
鉄
也
(
江
南
中
)

、
須

賀
賢
一
郎
(
東
綾
瀬
中
)

、
萩
野
谷

秀
幸
(
柬
綾
瀬
中
)

※
な
お
、入
選
者
の
作
品
は
、十
月

二
十
三
日
(
木
)
か
ら
十
月
三
十
日
　

(
木
)
ま
で
、区
役
所
一
階
ロ
ビ
―

で
展
示
し
ま
す
。

■
都
営
住
宅
の

地
元
割
当

都
営
住
宅
(
地
元
割
当
)
の
募
集

を
、
ト
ー月
の
中
旬
に
行
な
う
予
定

で
す
。

く
わ
し
く
は
、
次
号
(
十
一
月
五

日
発
行
)
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■ 10月から法人事業税・都民税の税率が変わりました　　■ 年末資金の申込みはお早めに! 　くわしくは国民金融金庫(　881- 6175) へ T. 　NO　215, 000


